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黒田二十四騎展

宴観 どんたく

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
始
め
多
く
の
方
々

か
ら
、
当
会
の
活
動
に

ご
理
解
、
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

当
会
主
催

。
共
催
の
事
業
は
、
関
係
各
位
の
ご
支

援
の
も
と
、
年
々
盛
会
に
な
り
、
な
か
で
も

「ど
ん

た
く
福
岡
城
舞
台
」

「観
月
の
宴
」
は
本
格
的
な
市

民
参
加
ペ
ー
ジ

ェ
ン
ト
に
育
ち
、
福
岡
が
文
化

・
伝

統
都
市
と
し
て
再
認
識
さ
れ
る
引
き
金
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
福
岡
城
築
城
四
百
年
に
も
あ
た
り
、
福
岡

城
が
多
く
の
場
で
注
目
さ
れ
、

「
シ
ン
ボ
ル
天
守
閣

を
再
現
し
よ
う
」
と
い
う
機
運
が
嘗
て
な
く
盛
り
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。

福
岡
城
は
城
郭
の
石
垣
遺
構
が
ほ
ぼ
完
璧
に
残
存

し
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
な
い
城
郭
建
築
物
が
再
現
で

き
れ
ば
、
名
城
の
風
格
を
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き
る
、

全
国
で
も
珍
し
い
史
跡
で
す
。
ま
た
城
郭
を
取
り
巻

く
広
大
な
周
辺
部
も
緑
に
囲
ま
れ
、
そ
の

一
角
、
鴻

臆
館
跡
も
発
掘
調
査
が
進
み
、
往
時
の
姿
が
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「平
成
天
守
閣
」
の
実
現
は
、

「城
の
あ
る
都
市
」

復
活
の
象
徴
で
あ
り
、
若
者
に
も
歴
史

・
文
化
を
学

ぶ
場
が
提
供
で
き
、
ま
た
海
外
に
も
誇
れ
る
観
光
の

目
玉
と
も
な
り
、
博
多
部
や
天
神
な
ど
と
、
と
も
ど

も
都
市
全
体
の
活
性
化
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

そ
の
実
現
に
は
、
ま
ず
は
市
民
の
盛
り
上
が
り
と

募
金
活
動
が
始
ま
る
こ
と
が
第

一
歩
で
す
。
下
の
橋

大
手
間
の
再
現
も
で
き
る
新
年
は
、

「城
の
あ
る
都

市
復
活
元
年
」
と
し
て
、
当
会
も
、
多
く
の
市
民
、

関
係
者
と
真
剣
な
ご
相
談
を
し
て
い
き
た
い
と
．思

つ

て
い
ま
す
。



福
岡
城
築
城
四
百
年
を
記
念
し
て
平
成
十
六

年
の
如
水
公
没
四
百
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

一
連

の
福
岡
城
の
価
値
感
ア
ピ
ー
ル
の
事
業
の
集
大
・

成
で
す
。
特
に
本
年
は
ア
ク
シ
‐‐
‐ョ‐
‐‐ン

‐
Ｉ
‐‐・と
一し
て
・

様
々
な
行
事
を
多
彩
に
繰
り
展
げ
ま
し
・た
。
・

そ
の
一
、
通
年
二
年
間
●
福
岡
本
城
を
中
心
・

に
筑
前
に
一展
げ
ら
れ
た
筑
前
六
一端
城
と
黒
田
家

ゆ
か
り
の
城
の
パ
ネ
ル
展
示
や
●
福
岡
城
の
大

き
さ
を
比
較
し
た

‐
図
面
や

‐‐模

‐
型
ｂ

‐
数
´
で
わ
か

り
や
す
ぐ
展
示
、
更
ｔ
黒
日
藩
‐‐を
支
ぇ
た
黒
Ｉ

二
十
四
騎
の
紹
介
、
ゆ
か
り
の
一「兜
」
三
十

一

個
に
加
え
て
博
多
人
形
作
家
協
会
の
方
々
に
よ
一

る
構
想

一
ヶ
年
制
作
半
年
を
か
け
て
の
博
多
人
一

形
に
よ
る
黒
田
二
十
四
騎
像
の
祉
作
展
示
等
‐
々
．

多
く
の
話
題
を
つ
く
り
ま
し
た
。　
　
　
　
●
一

お
ま
け
に
、
会
場
隣
り
の
ア
ク
ロ
ス
福
岡‐
二

階
の
セ
ミ
ナ
ー
室
で
は
四
つ
の
テ
ー
マ
で
の
卓

話
会
場
に
あ
ふ
れ
る
参
加
者
や
延
べ
千
三
百
人

余
の
お
客
様
で
主
催
者
ス
タ
ッ
フ
は
大
変
で
し
た
。

さ
ら
に
本
年
最
終
行
事
と
し
て
福
．岡
文
化
連

盟
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
は

「輝
け
城
の
ま
ち

ふ
く
お
か
」
を
テ
ー
マ
に
多
く
の
新
聞
紙
上
を

賑
わ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
十

一
月
二
十
七
日
の

石
井
理
事
長
の
基
調
講
演
に
、
大
き
な
拍
手
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
々
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
を

一
つ
に
ま
と
め

さ
ら
に
来
春

へ
向
か

っ
て
進
む
道
標
と
し
て
大

き
な
啓
示
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
　

．

「黒
田
二
十
四
騎
」
と
い
う
こ
と
ば
を
良
く

聞
く
が
仲
々
そ
の
実
態
を
識
る
機
会
が
な
い
。

ま
た
、
そ
の
姿
す
ら
見
る
事
が
出
来
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
博
多
人
形
作
家
協
会

の
方
々
と
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
自
主
的
に
本
年

度
秋
の
福
岡
市
民
芸
術
祭
参
加
、
作
品
の
テ
ー

マ
を
黒
田
二
十
四
騎
に
絞
っ
て
頂
き
、
今
春
よ

り
作
品

一
点

一
点
に
研
究
を
重
ね
さ
ら
に
博
多

人
形
師
と
共
に
福
岡
市
博
物
館
西
館
長
の
特
別

の
ご
協
力
を
賜
っ
て
、
二
十
四
騎
の
本
物
の
よ

ろ
い
カ
ブ
ト
数
点
を
見
せ
て
頂
き
、
学
芸
員
の

ご
指
導
を
頂
い
て
作
品
に
取
り
か
か
っ
た
の
が

博
多
祇
園
山
笠
が
終
わ
っ
て
の
八
月
か
ら
で
あ

る
‐。
博
多
人
形
作
家
協
会
会
員
の
皆
様
や
研
究

生
の
方
が

一
致
協
力
し
て
こ
の
十
月
二
十
二
日

～
二
十
八
日
ま
で
ア
ク
ロ
ス
福
岡
三
階
ギ
ャ
ラ

リ
ト
で
展
示
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

博
多
人
形
作
家
協
会
は
、
名
人
人
間
国
宝
と

位
置
づ
け
ら
れ
た
小
島
与

一
翁
の

一
門
を
中
心

に
、
伝
統
工
芸
の
博
多
人
形
を
継
承
し
て
行
く

人
形
作
家
の
皆
様
で
す
。
作
家
協
会
を
設
立
し

た
昭
和
四
十
年
以
来
結
成
周
年
毎
に
福
博
の
市

民
が
築
い
て
来
た
歴
史
的
な
暮
ら
し
を
映
し
た

姿
を
作
家
集
団
と
し
て
の
力
を
合
わ
せ
て
博
多

人
形
の
群
像
を
数
多
く
創
作
し
て
こ
ら
れ
た
。

そ
の
一
つ
が
昭
和
六
十
三
年
創
立
二
十
五
年

を
記
念
し
て
、
福
岡
市
庁

一
階
ロ
ビ
ー
に

「古

代
博
多
祇
園
山
笠
群
像
」
で
あ
る
。
そ
の
後
創

立
三
十
周
年
の
平
成
五
年
に
は
奥
村
玉
蘭
が
描

い
た

「博
多
松
ば
や
し
賑
図
」
を
博
多
人
形
で

再
現
を
当
時
二
十
五
名
の
作
家
の
皆
様
に
て
福

岡
市
に
寄
贈
さ
れ
、
今
な
お
福
岡
市
庁
ロ
ビ
ー

に
二
つ
並
ん
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

黒
田
家
の
福
岡
城
築
城
四
百
年
の
記
念
を
迎

え
、
福
岡
城
の
構
築
の
屋
根
瓦
師
と
し
て
こ
の

福
岡
に
来
ら
れ
て
以
来
、
瓦
粘
土
の
ひ
わ
り
人

形
か
ら
人
形
の
姿
を
現
実
的
に
工
芸
た
ら
し
、

芸
術
瓦

へ
と
品
格
を
高
め
福
岡
市
の
物
産
と
し

て
価
値
を
高
め
て
来
ら
れ
た
。

今
回
、
こ
の
黒
田
二
十
四
騎
は
黒
田
藩
五
十

二
万
石
を
支
え
た
人
々
で
す
。
こ
の
姿
の
絵
姿

は
色
々
と
あ
る
。　
一
方
単
品
そ
し
て
二
十
四
騎

ば
か
り
で
な
く
如
水
公
、
長
政
公
等
数
多
く
の

人
形
は
散
見
す
る
所
で
す
が
、　
一
堂
に
ま
と
め

た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
時
に
当
た
り
、
作
家
協
会
の
皆
様
に
よ

っ
て
作
品
化
さ
れ
永
遠
に
、
福
岡
市
に
保
存
さ

れ
る
機
会
を
奉
仕
さ
れ
た
事
に
心
よ
り
感
謝
し

て
い
る
。

福
岡
市
に
寄
贈
す
る
前
に
去
る
十

一
月
二
十

日
～
二
十
二
日
の
間
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
三
階
の

交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
隣
の
セ
ミ
ナ
ー
教
室
で
の

卓
話
に
あ
わ
せ
て
人
形
展
を
開
催
し
た
こ
と
は

大
き
な
花
を
咲
か
せ
、
内
外
共
に
話
題
を
与
え

て
く
れ
た
。

審
議
事
項

・
平
成
十
九
年
度
事
業
追
加
計
画
及
び

補
正
予
算

「福
岡
城
黒
田
五
十
二
万
石
の
歴
史
と
観
光
展
」

「福
岡
城
黒
田
五
十
二
万
石
の
歴
史
と
黒
田
二

十
四
騎
展
」

・
平
成
十
九
年
度
中
間
事
業
報
告

①
会
員
の
現
況
報
告
（九
月
末
）

②
財
務
中
間
報
告
（十

一
月
末
）

③
平
成
十
九
年
度
事
業
実
績
２

月
～
十
二
月
）

・
そ

の
他

①
お
濠
端
会

（仮
称
）
の
開
催

②
次
期
に
備
え
る
た
め
の
ア
ク
シ
∃
ン
Ⅱ

当
面
の
課
題
は

「会
員
の
拡
大
」
で
あ
る
。
会

員

一
人
が

一
人
を
勧
誘
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て

は
ど
う
か
等
理
事
の
方
々
か
ら
多
数
の
宿
題
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。



平成 19年度 事業報告一覧

4月  6日 (0
5月  304日 際日)

5月 23日③
5月 29日 ∞
8月 11日 lILD
9月 23024日 (祭日)
9月 27日 (村

石井理事長講演 読売プラザ・観桜の宴 福岡城内
どんたく 舞鶴公園西広場
黒田藩古武道、福岡藩砲術陽流抱え大筒など

第五回理事会        |■
第二回通常総会 読売プラザ

ー
・

福岡城・シンポジウム 中央市民センター
福岡城・黒田 52万石の歴史と観光展 読売プラザ
観月の宴               |‐
第 1部 月を迎える 第 2部 月の宴 ‐|‐■
福岡城・市民の会オリジナル「五供の儀」

福岡城・黒田 52万石の歴史と黒田 24騎展 アクロス福岡
20～ 21日  セミナー開催
黒田 24騎を博多人形作家協会の人形師が再現した作品
黒田藩のカブトを精巧に再現した福田弘氏の作品 31点
福岡城天守閣、鷹取城の復元模型等展示

臨時理事会 タカクラホテル福岡

お濠端会

福岡城跡お濠端近郊の会社・ 10社 との交流
福岡城・シンポジウム

佐賀城・鍋島家のお雛さまと長崎街道

黒田孝高・長政 親子の豊前時代
筑前六端城::若松城・黒崎城と

長崎街道筑前六宿 「黒崎宿」を訪ねる

筑前六端城 :鷹取城と

長崎街道筑前六宿 「木屋瀬宿」を訪ねる

筑前六端城 :益富城と

長崎街道筑前六宿 「飯塚宿・内野宿」探訪

筑前六端城

松尾城～左右良城と三奈木・黒田家 探訪
西南の役・田原坂と築城 400年 熊本城
筑前六端城 秋月黒田藩と長崎街道山家宿探訪
西南の役 0田原坂と築城 400年 熊本城

11月 20～ 22日 (火・水・木)

12月 21日 (0

今 後 の 予 定
|

1月 17日 lbl

2月 23日 (■l

黒 田藩 六端 城 と熊本 城探訪  (19年度は9回実施・豹口人員各回40名 )

第 1回  3月 24日 (土 )
第 2回  4月 21日 (土 )
第 3回  5月 19日 (土 )

第 4回   6月 16日 (土 )

第 5回   7月 21日 (土 )

第 6回   9月 29日 (土 )

第 7回  10月 20日 (土 )
第 8回  11月 17日 (土 )
第 9回  12月  2日 (日 )

福 岡文化 連 盟祭 り 11月 27日 (火)エルガーラホール

「ふくおか再発見・福岡城」のシンポジウムにおいて

石井理事長が基調講演・演題「今なぜ福岡城天守闇なのか ?」

福岡城の天守閣は存在したと確信している。藩祖黒田如水と初代藩主黒田長政がつくった城下

町は現在の福岡の基盤になった。天守閣は不幸にも徳川体制のもと解体されたが城下町の精神は

今も生き続けている。アジアに開かれた福岡のシンボルとして福岡城の天守閣の存在を見直すべ

きである。

2008年 を「城のある都市福岡の復元元年」として再建の募金活動の準備を進めていく。
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慶長五年 (1600年 )関ヶ原の戦いの後、大功をおさめた黒田長政が筑前の大守となって 7年
の歳月をかけ広大な城を築き、福岡城と名付けました。

以来ふるさと「福岡」が生まれ、400年後の現在「福岡県」「福岡市」として、九州の中心都市と
して発展を続けています:                  ‐‐

また、黒田如水と長政は協議して、福岡本城に加え隣国との境に六うの強固な出城を設けま

した。

この実態をより多くの市民の方々に「郷土の誇り」として知っていただきたく、毎年ご好評の

『黒田藩六端城と長崎街道筑前六宿』歴史探訪バスツアーを下記の通り実施いたします。

福岡城市民の会 0会員の方は勿論のこと、友人知人の方々にもお誘いの上、お気軽にご参加い

ただきますようご案内申し上げます。

福岡城市民の会 事務局 岡部定一郎

第 1回 平成 20年 3月 15日 (土 ) 友藩・佐賀城と長崎街道おひな祭り

第 2回 〃  4月 19日 (土 ) 黒田家、九州最初の拠点中津城

第 3回 〃  5月 17日 (土 ) 海の守り若松城と黒埼城

第 4回 〃  6月 21日 (土 ) 国境に築きし鷹取城と支藩直方藩

第 5回 〃  7月 19日 (土 ) 長崎街道・飯塚宿～内野宿と益富城

第 6回 〃  9月 20日 (土 ) 小石原城と左右良城と三奈木黒田家

第 7回 〃 10月 18日 (土 ) 支藩秋月藩と長崎街道・山家宿

(株)西日本新聞旅行:福岡市中央区天神 1‐ 4-1 丁EL 092-711-5518 FAX 092‐ 711-1969
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